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教育先進国フィンランドの図書館に学ぶ学習支援

千 葉 浩 之

抄録：大学図書館に学習支援や教育活動への関与が求められるなか，教育先進国フィンランドの図書館を訪

問する機会を得た。ここに同国の図書館が行っている学習支援について報告する。大学図書館については，

学習空間と情報リテラシー教育を取り上げる。特に後者においては大学図書館間の連携が見受けられる。ま

た，課程に寄り添い，内容を高度化することで学習支援だけでなく研究支援にまで至っている。公共図書館

については，啓発的な取り組みを 3つ紹介する。それらは館種は違えど，大学図書館が学習支援に取り組む

にあたり示唆を与えてくれると思われる。

キーワード：フィンランド，学習支援，情報リテラシー教育，研究支援，場所としての図書館，公共図書館

1．はじめに

北欧に位置するフィンランドは，日本より一回り

小さい国土（そのうち 7 割が森林で，1 割が湖）

に，北海道と同じくらいの人口が暮らしている。同

国を代表するものとして，ムーミンや洗練されたデ

ザインを思い浮かべる方も多いだろう。近年は

PISA（OECD 生徒の学習到達度調査）での好成績

を受け，初等教育に注目が集まっている。さらに，

世界経済フォーラムのレポートによれば，高等教育

や ICT の国際競争力もトップクラス
1）
である。ま

た，読書好きの国民性を背景とした図書館サービス

の充実ぶりから，図書館先進国とも呼ばれている。

平成 25 年度国立大学図書館協会海外派遣事業の

助成を受け，11 月 2 日から 10 日にかけて同国の図

書館を訪問する機会を得た。大学図書館に学習支援

や教育活動への関与が求められる
2）
なか，教育先進

国フィンランドの図書館の取り組みを調べるという

のが訪問の目的である。以下に調査の成果と所感を

報告する
3）
。

1.1 訪問先

以下の 4大学を訪問し，それぞれの大学図書館で

情報リテラシー教育を中心に学習支援について聞き

取り調査を行った。Turku を除く 3 館では，のべ

31 名の図書館職員を前に日本の大学図書館におけ

る学習支援の事例を発表する機会を得た。

（1）University of Helsinki

（2）University of Turku

（3）University of Oulu

（4）University of Lapland

（1）は首都ヘルシンキにある，学生 38,000 人を

擁する同国最大の大学。世界大学ランキングでも上

位に顔を出している。（2）は南西部の古都トゥルク

にあり，学生数は 20,000 人。（3）は中部のハイテ

ク都市オウルにあり，学生数 16,000 人。（4）は北

極圏に程近いロバニエミにあり，学生数 5,000 人。

また，公共図書館も調査の対象とした。これは，

公共図書館は同国が PISA で好成績を収めた一因に

も挙げられ，教育的な取り組みは日本の大学図書館

にとっても参考になると思われるためである。その

ため本報告は大学図書館だけでなく，以下の公共図

書館 4館において見聞したことも含む。

（1）Pasila Library

（2）Library 10

（3）Meetingpoint@lasipalatsi

（4）Turku City Library

なお，（1），（2），（3）は Helsinki City Libraryに

属し，（1）が中央図書館である。

1.2 フィンランドの高等教育

フィンランドには高等教育機関として 14 の大学

と 24 の応用科学大学がある（近年統合が進んでお

り，ここから減る可能性がある）。前者は学術研究

に重点を置き，後者は職業教育を通して実務家を養

成する。

日本とフィンランドの大学については，以下のよ

うな違いが挙げられる。大学全入時代を迎えつつあ

る日本に対して，フィンランドの場合，入学できる

のは希望者の 3 割ほどと難しい
4）
。修業年数は一般

的に学士課程が 3年，修士課程が 2年で，その後博

士課程がある。学費が無料ということもあり，じっ

くりと学ぶ（在学期間が長くなる）傾向がある。学

士課程が日本より 1年短いが，日本の初年次学生に

対して行われるような教養教育はフィンランドには

ない
5）
ようである。大学入学資格試験の問題

6）
を読

んでみたところ，単なる知識だけでなく論述する力

も入学前に求められている印象を受けた。また，2

大学が財団による運営で，残りがすべて国立大学と

いう点も大きな違いと言えるだろう
7）
。
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2．大学図書館における学習支援の現状

こうした違いを踏まえて，大学図書館が行ってい

る学習支援として，学習空間と情報リテラシー教育

に着目したい。また，最後に複数の大学図書館で話

題に上がったトピックをトレンドとして紹介する。

2.1 学習空間

近年，日本では大学図書館内にラーニング・コモ

ンズを設置する例が増えているが，訪問時に行った

プレゼンテーションの際に尋ねたところ，この言葉

を知っている図書館職員は 31 名中 1 名だけであっ

た。日本およびラーニング・コモンズの輸入元であ

る北米の大学図書館とは事情が異なると言える。

フィンランドの場合は，一般に学部もしくは図書館

内にラーニング・センターを設置していると言う。

そこではパソコンやコピー機，プリンター等を備

え，学習の場となっている。

以下では図書館とラーニング・センターという 2

つの学習空間を軸に University of Helsinki と Uni-

versity of Oulu の事例を紹介する。

2.1.1 Helsinki University Library と Learning

Centre Aleksandria

University of Helsinki はヘルシンキの都心にあ

り，その中央図書館は外壁を放物線状にくりぬいた

ような窓が印象的な建物である。図書館に隣接して

Learning Centre Aleksandriaがある。

訪問した際も写真 1のようにたくさんの学生で活

気に溢れていた。写真右側に見られるように，入り

口そばに立ち席で使うパソコンが並び，ちょっとし

た情報収集や学生同士の待ち合わせにも利用されて

いる。学習用の座席やグループ学習室も備えられて

いるが，施設の特色は写真左側に見られるような個

人用のパソコン席の多さにある。また，図書館が市

民にも開かれているのに対し，こちらは学生のため

のクローズな施設で夜間も利用できる。なお，現在

のところ施設内での人的支援は行われていないとの

ことであった。

一方，図書館の内部は，白を基調とした色使いや

各フロアの中央を貫く吹き抜けにより明るい印象を

受ける。また，閲覧室内に据え置きのパソコンはほ

とんど見当たらず，Learning Centre Aleksandria

と好対照をなしている。居心地のよい寛いだ雰囲気

のなか，ソファーでゆったりと雑誌を読む姿や，閲

覧席でじっくりと資料やノートパソコンに向き合う

姿が見受けられた。

館内は基本的に小声での話やノートパソコンの使

用が認められており，静寂さが求められる空間は奥

のフロアか専用の部屋に限られていた。一方でディ

スカッションのできる空間も 10室あるグループ学

習室に限られている
8）
。

学生に人気のサービスはキャスター付きのキャビ

ネットのレンタルである。28日間図書だけでなく

勉強道具一式を入れておけるため，身軽に来館し，

好きな場所で学習を再開できる。他の学習施設と比

べた際，図書館の強みはたくさんの紙の資料を収集

できる点にあるが，それを支えるサービスと言えよ

う。これは後述の Oulu University Libraryでも確

認できた。

紙の資料に関連して，Learning Centre Aleksan-

dria や食堂に通じる出入口（学生が頻繁に行き来

する）のそばには，教科書をそれぞれ複数冊揃えた

書架が並んでいる。教科書は通常の図書より貸出期

間を短く設定されており，多くの学生が利用できる

ようになっている。また，書架のそばには QRコー

ド付きの掲示があり，教科書が電子ブックとしても

読めることを知らせていた。こうした教科書の特別
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扱いや電子ブックの紹介は，他の大学図書館でも見

受けられた。

館内での人的支援としては，メインカウンターの

他に各フロアにインフォメーション・デスクがあ

り，職員が他の業務を行いながらちょっとした質問

に応じていた。一方で上級生の活用も含めた学習相

談デスクは見受けられなかった。

2.1.2 University of Oulu の Science and Technol-

ogy Library Tellus

University of Oulu のメインキャンパスは Hel-

sinki とは対照的に郊外にある。建物同士が長い廊

下でつながっており，いったん建物内に入れば外に

出ることなく目的の施設までたどりつける。

その理学部と工学部の図書館である Science and

Technology Library Tellus は，ラーニング・セン

ターとしての側面も併せ持つ
9）
。入館すると，たく

さんの個人用のパソコン席が出迎える。中ほどまで

進むと，書架やコピー機，プリンター，さらに人数

に応じて自由に組み合わせられるテーブルが並ぶ。

写真 3のようにひとりから 5，6名のグループまで

学生たちが賑やかな学習空間を構成しており，ラー

ニング・コモンズに近い印象を受けた。

また，この図書館には中央付近に写真 4のような

ガラス張りの図書館職員のオフィスがあり，学生が

情報検索で困ったときに相談できるようになってい

た。一方でカウンターはあるものの，職員が常駐し

ている様子は見られなかった。相談窓口の設置にあ

たっては，相談者のプライバシーと認知しやすさと

の間でジレンマが生じるが，ひとつの解決策を提示

しているように感じられた。

なお，図書館職員のオフィスはどこも個室か数名

規模の小部屋で，1フロアに島が並ぶオフィスは見

当たらなかった。一方で休憩室は広く，そこがコ

ミュニケーションの場となっていた。

2.2 情報リテラシー教育

以上，学習空間としての大学図書館を見てきた

が，館内での支援は日本のほうが手厚い印象を受け

る。一方で情報リテラシー教育については，国際的

な高等教育改革を背景に国を挙げた努力が垣間見え

る。ここでは大学図書館全体の取り組みを述べたの

ちに，個別の事例を 2つ紹介する。

2.2.1 大学図書館間の連携

欧州の高等教育圏の構築を目指したボローニャ宣

言（1999年）を受けて，フィンランドは大学改革

に着手した。『Education and Research 2003-2008.

Development Plan（教育・研究振興計画 2003-

2008）』
10）
において教育省（当時）より，情報リテ

ラシー教育への積極的な関与を求められていた大学

図書館は，同省の支援を受け，2004 年に Helsinki

University Libraryを中心に国家プロジェクトを立

ち上げた。その年のうちに同プロジェクトは，情報

リテラシー教育を大学のカリキュラムに含める提

言
11）
を取りまとめた。これは新カリキュラムの策定

を翌年に控えての出来事であった。この提言は大学

に対する要望に止まらず，教育カリキュラムを新入

生レベル，学士レベル，修士レベルに分類すること

で，それまで大学によりまちまちであった情報リテ

ラシー教育にガイドラインを示すものであった。こ

れにより同国の大学における情報リテラシー教育が

本格化することになる
12）
。

この提言は強制力を持たないが，訪問した 4大学

図書館とも全ての課程ではないものの情報リテラ

シーに関する講義を開いており，提言の効果が感じ

られた。講義は当然ながらECTS（欧州単位互換制

度）に基づいて構成されており，スタイルとしては

大学図書館研究 CI（2014.10）
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LMS が積極的に活用されていた。Lapland Uni-

versity Library の担当者によれば，時間と場所が

拘束される対面講義よりも e-learningを好む学生が

多いとのことであった。

上述の国家プロジェクトは情報リテラシーに関す

るネットワークとして現在も機能している
13）
。2013

年には，大学教育における情報リテラシーの位置付

けをさらに高めるべく上記の提言の改訂版を発表し

た
14）
。これは欧州委員会内のプロジェクト EMPA-

TIC（EMPowering Autonomous learning Through

Information Competencies）
15）
が EU諸国の高等教

育部門に対して行った勧告
16）
を受けてのものであ

る。

改訂版では，情報リテラシーが社会生活を送るう

えでも重要であり，そのために様々な教育関係組織

が協力する必要性を説いている。また，情報リテラ

シーの教育カリキュラムとして博士レベルを追加し

ている。日本では情報リテラシー教育といえば初年

次学生の学習支援と結び付けて考えがちだが，フィ

ンランドの大学図書館は研究活動の支援や，大学を

越えて社会における意義までを見据えている。

ネットワークの取りまとめ役を務める Leena Jär-

veläinen 氏（Turku University Library）によれ

ば，今後は実務を充実させるべく，大学図書館間で

教材を共有する仕組みを構築したいとのことであっ

た。

2.2.2 情報リテラシー教育の内容（Helsinki Uni-

versity Libraryの事例）

情報リテラシー教育の具体的な取り組みは大学に

よって差があるが，ここでは Helsinki University

Libraryの事例を紹介したい。先述の提言に従って

情報リテラシー教育をレベル別に見ていく。

新入生レベルでは，図書館を使えるようになるこ

とに主眼が置かれる。University of Helsinki では，

IT部署が新入生必修講義 ICT Driving Licence
17）
を

開いている。ここで学生はコンピューターの仕組み

から，文書作成や表計算ソフト，情報セキュリティ

に至るまで ICT の活用方法を学ぶ。図書館はこの

講義の情報探索を担当しており，これにより新入生

レベルの情報リテラシー教育に関しては全学生をカ

バーできているとのことであった。

学士レベルでは，Web of Science や Scopus と

いった国際的な文献データベースや文献管理ツール

の使い方が中心となる。これは学士課程が与えられ

たテーマで文献を収集する時期と見込んでのことで

ある。なお，初等教育の段階より英語教育が盛んで

あり，学生は英語論文を読むことを苦としない。こ

のレベルについては，概ね 8割の学生に対して教え

ることができているとのことであった。

修士レベルでは，主に著作権や引用方法について

教える。これは修士課程が自らテーマを設定し，主

体的に研究していく段階であることに対応したもの

である。執筆した論文の投稿対象雑誌の評価につい

ても初歩的な知識を伝える。学生への普及率は 2，

3割とのことであった。

博士レベルでは，より研究活動に即した内容とな

る。研究活動の基盤としてデータマネジメントとそ

のプランニングを，最新の研究動向を追うツールと

して RSS や各種アラートサービスを，そして研究

成果を広く共有するための手段としてオープンアク

セスを教える。とりわけデータマネジメント教育に

ついては，先進的な取り組みと思われる。担当者に

よれば「重要であるにも関わらず，どの部署も教え

ていないので，図書館が教えることにした」とのこ

とである。なお，このレベルの学生への普及率は 1

割弱とのことである。

以上のレベル別の教育内容は実際には明確に分け

られるものではなく，前の段階で扱ったものの復習

や高度化が行われる。特に興味深いのは，博士レベ

ルに新入生レベルの基礎的な内容も含まれることで

ある。これはフィンランドでは修士課程修了後に一

旦就職し，社会経験を経てから博士課程に進むケー

スが珍しくなく，その間に登場した，あるいは忘れ

てしまったサービスやツールをフォローするためで

ある。

情報リテラシー教育の提供形態としては，授業の

1コマに図書館職員が出向いて教えるかたち，図書

館が開講する（単位を発行する）講義，スポット的

な講習会が挙げられる。講習会については，文献

データベースの提供元から講師を招くことはせず，

あくまで図書館職員が教えると言う。

2.2.3 Toolbox of Research

Oulu University は Toolbox of Research（以下，

ToRと略す）という，研究者や博士課程の学生の

研究活動を支援するWiki を用意している
18）
。ToR

では，文献収集から論文執筆，研究資金の調達，研

究成果の社会還元に至るまで，研究活動に関わる

様々なトピックを学内の各部署が分担執筆してい

る。

図書館の担当箇所は文献収集まわりに過ぎないも

のの，ToR そのものは研究者向けの情報リテラ

シー教育の必要性を認識した図書館が学内の各部署

への働きかけて立ち上げたものとのことであった。

ToRにより図書館はより高いレベルの情報リテラ

教育先進国フィンランドの図書館に学ぶ学習支援
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シー教育の場を得るとともに，自らを学内の研究活

動のなかに位置付けることができたとのことであっ

た。

この企画は学内連携の成功例であるだけでなく，

他部署と連携する際に図書館から提供できるものは

資料や場所のみならず，情報リテラシー教育もその

ひとつとなりえることを示している。

2.3 学習支援のトレンド

今回の訪問で，Lapland University Libraryを除

く 3 大学図書館で話題に上ったのが LibGuides で

あった。これは Springshare社が提供する文献ガイ

ド作成ツールで，日本でも少しずつ導入する大学図

書館が増えている。

Oulu University Library の担当者によれば，

フィンランドでは Turku が最初に導入したが，

Oulu がそれを追いかけ，2013 年の夏にガイド数で

追い抜いたとのことであった。大学図書館間の連携

は助け合いだけでなく，競争意識も生み，結果的に

サービスの向上へつながっているように感じられ

た。Helsinki も膨大なデータベースのガイドとして

導入を検討しているとのことであり，文献ガイドの

提供は過熱しそうである。なお，公式なプロジェク

トではないが，有志により Facebook 上のグループ

Suomen LibGuides-käyttäjätにて，情報共有が図ら

れているとのことである。

3．公共図書館で見つけた学習支援のヒント

近年，日本の大学図書館では学生との協働企画が

盛んに行われているが，今回の訪問した大学図書館

ではそうした事例は聞けなかった。一方で，支援の

対象者へ近づいていく，ないしは彼らとともに何か

を行うという点で，公共図書館の取り組みは館種は

違えど刺激を与えてくれる。事例を 3 つ紹介した

い。

3.1 KIRKOUプロジェクト

Helsinki City Libraryの中央図書館である Pasila

Libraryでは，ヘルシンキ市内の学校（基礎教育学

校：日本の小中学校にあたる）と連携した KIR-

KOU プロジェクト
19）
について話を聞くことができ

た。この名称はフィンランド語の図書館（kirjasto）

と学校（koulu）に由来している。

ヘルシンキ市内の学校図書館の整備は学校により

まちまちであり，ヘルシンキ市教育局にとって児

童・生徒に，図書館サービスに親しみ，情報リテラ

シーを育み，文学に触れる機会を等しく与えること

が課題であった。そこで 2008年から 2011 年にかけ

て Helsinki City Library が持っている情報リテラ

シー教育に関するノウハウを学校に教授する取り組

みがなされた。図書館職員が教員とともに教育プロ

グラムを作成するもので，現時点では制度として定

着し，もはや「一過性のプロジェクトではなく，日

常生活になった」とのことである。

このプロジェクトの意義は図書館が来館する児

童・生徒だけでなく，彼らの日常生活の長くを占め

る学校という現場へ関わっていった点にある。日本

の大学に目を向けると，研究室や自習室等，図書館

の外で学習する学生は少なくない。この事例は彼ら

に対する学習支援に示唆を与えてくれる。すなわ

ち，彼らの日常的な学習の場へ積極的に出向いて

ニーズを把握する。あるいは，来館型であれ非来館

型であれ，図書館のサービスを売り込む。彼らの相

談相手となる教員やスタッフとコンタクトをとり，

時宜にかなった，長期的な情報リテラシー教育のプ

ログラムを組む，といった方策が考えられる。

3.2 利用者が活動する空間

Library 10 は Pasila Libraryの音楽部門等を母体

として独立した図書館である。ヘルシンキ市の中央

郵便局の 2階にあり，館名は住所（番地）に由来す

る。ここでは，CD を聴いたり，借りたりできるだ

けでなく，ギター等の楽器やスタジオも備えてお

り，演奏・収録もできる。また，館内の書架やカウ

ンターにはキャスターが付いており，移動が可能で

ある。それ以外の備品も軽く，持ち運ぶことができ

る。これは図書館に対する新しいニーズを受け，空

間作りを資料中心から利用者中心へと転換したこと

による。こうしたフレキシブルな空間は，演奏会や

ワークショップ等の場としても活用されている。写

真 5のランチタイムディスコもその一例である。な

お，同図書館で開かれるイベントのうち 8割が市民
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の持ち込み企画とのことである。

Library 10 は，（1）音楽を聴く，（2）自ら演奏し

たり，セッションしたりする，さらには（3）演奏

を発表し合うといった音楽にまつわる活動を広くカ

バーしている。とりわけ（3）の活動において，利

用者同士が交流する場所となっており，このことが

資料の品揃えや設備の充実さとはまた別の価値を

Library 10 にもたらしている。大学図書館も，（1）

本を読む場所，（2）自ら考えたことをまとめたり，

ディスカッションしたりする場所に加え，（3）学習

成果を発表し合い，学習意欲を触発し合う場所とな

ることができれば，学習空間としての価値をさらに

高められるように思われる。

3.3 最新テクノロジーとの出会い

Meetingpoint@lasipalatsi は，Library 10 の目と

鼻の先にある，レストランやカフェ等が入居する複

合施設 Lasipalatsi の 2 階にある。ここには図書は

ないものの，Helsinki City Library が運営してい

る。無線 LANが自由に使えるフロアに防音性のあ

るパーテーションで区切られたミーティング・テー

ブルがあり，都心にあってその名のとおり打ち合わ

せ場所やビジネスの交渉の場として市民に利用され

ている。さらに 3D プリンター等の IT 機器と専門

スタッフを配置することで，市民と最新テクノロ

ジーとが出会う場にもなっている。

学習成果を表現する手段として論文形式は根幹で

あるものの，テクノロジーの発達によってスライド

によるプレゼンテーション，ポスターや動画を用い

た発表が容易になって久しい。学習に関して，従来

の読書環境の整備や資料の提供といったインプット

における支援から，成果の表現というアウトプット

における支援にまで目を配るならば，こうした機器

の導入は大学図書館にこそ求められるように思われ

る。

また，授業の課題に直接関わらないとしても，図

書館のような学年や専攻の違いを越えて誰もが立ち

寄れる場所で最新テクノロジーに直に触れられるこ

とは，学生の知的好奇心を大いに刺激するだろ

う
20）
。

4．おわりに

これまでフィンランドの大学図書館と公共図書館

における学習支援に関わる取り組みを見てきた。最

後に僭越ながら情報リテラシー教育と学習支援に対

する所感を述べて，本報告を結びたい。

4.1 情報リテラシー教育というミッションの認知

情報リテラシー教育は，フィンランドの大学図書

館において学習支援の大きな柱になっており，内容

の高度化を通して研究活動の支援にまで至ってい

る。

データマネジメント教育や ToRの事例に代表さ

れる積極的な取り組みの背景のひとつとして，それ

ぞれの大学図書館が情報リテラシー教育を自らの

ミッションとして捉えていることが挙げられる。そ

の認識は大学図書館間の連携，すなわち情報リテラ

シー教育をめぐる提言やネットワークの存在によっ

て強められている。

また，もうひとつの背景として，そのミッション

が図書館の外からも認められていることが挙げられ

るだろう。これは教育文化省の方針によるだけでな

く，その方針のもと大学図書館が努力を積み重ねて

きたことによると思われる。

日本においても，本報告の執筆時点（2014 年 4

月）で「高等教育における情報リテラシー基準
21）
」

の策定が進められているが，これは大学図書館職員

のみならず高等教育に関わる人々に，情報リテラ

シーに関する共通認識を与えてくれるだろう。そこ

から情報リテラシー教育を図書館のミッションとし

て内外に認知してもらうには，フィンランドのよう

に提言を発表するのもひとつの方法だが，それを担

保するものとして全国の大学図書館において，実績

を重ねる必要があるだろう。

Leena Järveläinen氏が語っていた教材の共有は，

情報リテラシー教育の実績を重ねる段階においても

負担を減らす助けとなる。全国規模での教材共有の

仕組み作りは，大学数が多く，また人事異動で担当

者の入れ替わりが頻繁な日本でこそ効果が大きいと

思われる。教材のアップロード数やダウンロード数

等の数値で貢献度を明示できれば，競争意識が生ま

れ，情報リテラシー教育の質の向上にもつながるだ

ろう。
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4.2 学ぶとはどういうことか？

学習支援に関しては，従来図書館が果たしてきた

資料や読書環境の提供も，そのひとつには違いな

い。それらは蔵書数や貸出冊数，閲覧座席数といっ

た量で評価でき，多いに越したことはない。しか

し，より積極的な支援にあたっては，学ぶとはどう

いうことかという根本的な問いに立ち返る必要があ

る。

一般的にフィンランドの公共図書館ではゲームソ

フトの貸出を行っている。ゲームといえば娯楽の印

象が強いが，Turku City Libraryの担当者は「ゲー

ムを通して学ぶことは多い」と言う。大学図書館職

員も高等教育に根差しながら，学習に対する思い込

みや先入観を排して視野を広げておく必要がある。

とりわけ学習スタイルについては，ICT の発達に

よって今後も大きく変わるだろう。

また，Library 10 において利用者の活動に目を向

けて空間構成を変えた事例を取り上げたが，担当者

によれば「空間構成だけでなく，職員の働き方も変

えた」そうである。端的には「From sitting and

waiting to walking and talking」と表現していた。

すなわち，受け身の姿勢から，積極的に利用者へ関

与していく姿勢への転換である。また，利用者との

協働においては，ファシリテーターやイベント・

オーガナイザーといった新たな役割も担う必要があ

る。

今回，学習支援をテーマにフィンランドの図書館

を訪問したことは，学習はもとより，大学や教育，

図書館について見つめ直す機会となった。場所とし

ての図書館のあり方を考える際，上述のとおり公共

図書館から得るものが多かった。そのうち，Hel-

sinki City Libraryは 2017 年の新中央図書館のオー

プンを控えて，以下のようなビジョンを掲げてい

る。The library is a place full of new ideas. By

sharing information, knowledge and stories, we are

creating a new civic society together.
22）
�図書館は

本や座席ではなく，新しいアイディアでいっぱいの

場所と規定されている。図書館職員は，情報や知

識，物語を共有できるよう支える役割を果たすべき

であり，主語であるwe�に当然含まれるべきだ

と私は考える。civic�とacademic�の違いはあ

るかもしれないが，学習支援を引き受ける私たちが

目指すべき方向を指し示しているのではないだろう

か。
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Hiroyuki CHIBA

Lessons in Learning Support from libraries in Finland, One of the Most Advanced Countries in

Education

Abstract：The author reports on his visit to libraries in Finland, one of the most advanced countries in the

field of education, to learnmore about how academic librarieswere participating in educational activities and

learning support there. In the case of university libraries, the author looks at learning spaces and information

literacy. There was a great deal of collaboration among university libraries, particularly in the case of

information literacy. He found that academic libraries were not just providing learning support but also

providing research support at very high levels of subject specialization. In the case of public libraries, he

would like to introduce 3 innovations that he found very enlightening. Although there are differences

between public libraries and academic libraries, the author believes that they could open up new pathways

for university libraries providing learning support services.

Keywords：Finland / learning support / information literacy education / research support /

library as place / public libraries
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